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し、誘電体層の厚さを最適化すると、表面に存在する厚さ 10 nm 程度の極めて薄い
貴金属ナノ粒子層でほぼ完全に光が吸収されることを明らかにした。 
 
2. 局所プラズモン共振器における誘電体層の膜厚を変えることで貴金属ナノ粒子層
での光熱変換の効率を制御することができることを実験的に明らかにし、局所プラ
ズモン共振器が空間的に発熱部位を制御可能な微小ヒーターとして機能すること
を実証した。 
 
3. 局所プラズモン共振器に強度変調したレーザ光を照射すると、グラファイトなどの
バルク光吸収体に比べて強い音波が発生することを明らかにし、表面の貴金属ナノ
粒子層の温度を高速に変化させることができることを実証した。 
 
4. 局所プラズモン共振器を水中に浸漬してレーザ光を照射することで、a)所望の場所
に所望の大きさのマイクロバブルを形成できること、b)マイクロバブル周辺を加熱
することでマランゴニ効果に起因する高速の流れを誘起できることを見出した。こ
の現象を利用することで、液中に浮遊する異なるサイズのマイクロ粒子の選別が可
能であることを報告した。 
 
 以上のように本論文は、貴金属ナノ粒子による光熱変換を、機能性ナノ構造体を利用
することで制御・応用するための研究成果をまとめたものであり、学術上、実際上寄与
するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるも
のと認める。また、平成２７年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試
問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と
認めた。 
 
 
 
 
 
